
特集 最近の情報制御システム技術と一般産業分野への応用

サービス情報システムとその適用事例
SomeApplicationsofServicelnformationSYStem

近年,消費者の欲求傾向は物,商品などの物質的豊かさに加え,多様なサー

ビスによる精神的な充足が重視される方向へと変わってきている｡そこで,今

後の高度情報化社会の進展と相まって,サービス情報の提供をシステム的に実

現するため以下のサービス情報システムを完成した｡一つは新都庁舎ビルの高

効率管理を目的としたBMS(ビルマネジメント ンステム),および病院内職員

のロケーション(居場所)を即座に把握できるLMS(ロケーションマネジメント

システム),さらには成田空港へ東日本旅客鉄道株式会社線でアクセスする利用

客にサービス情報の提供を行うFIS(フライト インフォメーションシステム)で

ある｡今後,こういったシステムのニーズに対し,新しい制御技術を組み込み

ながら,積極的にシステム作りを行ってゆく考えである｡

山 はじめに

産業構造の大きな変化,国際化,広域化などによって社会

のトレンドは,従来の生産を主体とする社会構造から消費者

や利用者を主体とする構造へと変化している｡情報サービス

の提供先についても,消費者や利用者へと移ってきている｡

消費者は長い間の高所得水準により,物,商品を欲すること

から,豊かな生活の中で多様なサービス,心の豊かさ,感性,

ゆとりを重視するようになってきている｡また,企業,オフ

ィスは高度情報化社会に対応してインテリジェント化が加速

され,かつては重視されなかった生産に直結しない業務や,

人手をかけてやってきた運搬,保守,保全設備関連の各種管

理業務などへの合理化,情報化による管理,情報サービス強

化が進められている｡

これらを実現する上では情報,通信,映像,制御の技術と

サービスの高度化,発展は目覚ましいものがあり,それまで

技術的,経済的に難しいとされていた多くのことの実現が可

能となり,高度サービス情報システムの発展に寄与している｡

つまりは,物,生産システムの制御から人間を対象とした,

より高度なサービス情報の提供へとシステムニーズが変化し

てきている｡

一方,計算機制御の世界は,従来,生産現場での合理化,

省九 省人化などのニーズを中心にシステム開発,構築がな

されてきたが,消費者,利用者が経済活動の主役になるにつ

れて,従来の制御技術に画像処理,映像技術などを組み合わ
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せた高度なサービス情報を提供する情報制御分野へのニーズ

が高まっている｡

これらのニーズにこたえるためには,24時間運転を支える

信相性確保技術,自動化機器,センサ,通信機器との連動を

行う制御技術,カードなどの各種オフィス支援機器との情報

を扱う通信技術,システムインテグレーション技術,プラン

トの運転員に代わって利用者に情報を最適に与えるマンマシ

ン技術など,産業分野で実績の豊富な情報制御技術が必須

(す)となってきている｡さらに,これらの情報制御技術を核

にマルチメディア技術,画像処理,通信技術などを取り入れ

高付加価値サービス情報システムの提供が求められる｡

本稿では,これらのサービス情報システムの納入事例につ

いて述べる｡

Ⅲ 東京都新都庁舎向けBMSの概要

2.1 日 的

安全かつ快適なビル環境を経済的,効率的に実現するため

のシステムがBMS(ビルマネジメント ンステム)であり,東

京都が新宿に建設した新都庁舎では,平成3年4月から本番

稼動に入っている｡BMSは庁舎管理業務のOA化を図るととも

に,中･長期的な視点に立ち管理精度の向上,管理業務の効

率化に有効な各種データを蓄積,提供することを目的として

いる｡

*如1本旅客鉄道株式会社東京電気⊥事事務所 **日立製作所大みか⊥場 ***日立製作所電機システム事業本部

****

日立製作所システム事業部
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新都庁舎は,第一庁舎,第二庁舎および議会議事堂の3棟

から成り総床面積は約38万1,000m2に達し,従来の都庁舎に比

べ約2.5倍の規模となっている｡

しかも,最新設備を導入した超インテリジェントビルとな

つており,新都庁舎ではこれら建物の大規模化,設備の高度

化に伴い,ビル管理要員の増加,設備管理業務の煩雑化･複

雑化,安全管理の重要度増大,ビル管理経費の増大など,建

物の管理規模は従来とは比較にならないほど大きくなること

が計画当初から予想されていた｡

このような背景の下で,来庁者や職員などに快適な環境を

提供していくためには,新都庁舎の建物設備を効率的に維持

管理していくことが必要となり,そのためには従来の管理方

法をさらに進めた,より高度で精度の高い管理システムを構

築することが必要となった｡

2.2 システム構成

新都庁舎でのBMSでは,各庁舎ごとにエレベーター,機械,

照明などの各設備単位でBA(ビルオートメーション)システム

を導入し,その上位システムとしてBM(ビルマネジメント)ホ

ストコンピュータが位置づけられている｡これらBAシステム

とBMホストコンピュータでは,次のような機能分担を図って

いる｡

つまり,各BAシステムは各設備の監視制御を行い,運転デ

BMホストコンピュータ

(HIDIC V90/45)

ータがバッチ的にBMホストコンピュータに収集される｡BM

ホストコンピュータでは,各BAシステムの運転データを含め

た膨大な管理データ,保存データの蓄積,加工処理などを主

体に行う｡

全体構成図を図1に示すが,各BAシステムはBA-LANを

介してBMホストと接続され,また各種テ+タの登録,検索用

端末としてBMワークステーションが各庁舎に配置されている｡

日立製作所は,BMホストコンピュータ,BMワークステー

ション,BA-LANおよびソフトウェア開発を担当した｡BM

ホストとしてHIDICV90/45(主記憶32Mバイト,固定ディス

ク1･8Gバイト×2)を,BA-LANとして32Mビット/sのトー

クンリングLANであるTRUNKNETWORK32を,またBM

ワークステーションとして2050/32を採用している｡

各BAシステムは,全体として十数社のシステムから成る｡

これら各社のシステム間の通信は,BA-LANのメーカーであ

る日立製作所が中心となr)共通プロトコルを定めた｡共通プ

ロトコルとして,BSC(バイナリィ シンクロナス コミュニケ

ーション)手順を採用しすべてを統一している｡

2.3 機能内容

本システムは,施設台帳管理,光熱･水道費課金管理,運

転記録管理,保守スケジュール管理,工事委託経歴管理およ

び予算計画管理の各サブシステムから成る｡これらサブシス
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図IBMS全体システム構成 BMSはBMホストコンピュータ,

ステムで通信のプロトコルを統一している｡
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テムの概要を表1に示す｡BMホストコンピュータでは,これ

ら管理情報の処理を行いその結果を検索リクエストによって

CRT表示したり,レポート出力する機能が叶t心となっている｡

したがって,特にマンマシン性に優れていることが重要であ

r),汎(はん)用的なワークステーションの採用とともに,ホ

スト計算機のオンラインデータをワークステーション上の汎

用ソフトウェアで容易に加工することを可能としている｡こ

れにより,ユーザーは自由に画面や帳票の作成が可能となっ

ている｡また∴各機器の点検作業時にはBMワークステーショ

ンから機器データや点検項目,点検手順をハンディターミナ

ルに出力し,この情報をもとに点検した結果をBMワークステ

ーション経由BMホストコンピュータに送信する方式をとって

いる｡

2.4 特長および効果

本システムはBAシステムを同一ネットワーク‾Fに配置し,

その上位にBMホストコンピュータを位置づけることによって

設備の管理,保守のシステム化を図るものであり,次に示す

ような特長,効果がある｡

(1)BMホストコンピュータでのビル管理データの一元管理と

情報の電子化を図り,管理業務の精度向上と計画的な運営管

理を可能としている｡

(2)各種のインタフェースを持つBAシステムに対し通信プロ

トコルの統一を行いシンプル化を図っている｡

(3)複数のワークステーションとハンディターミナルの柄用

により,管理業務の効率化,迅速化を凶っている｡

(4)インテリジェントビルの24時間化への対応,省エネルギ

ー化を可能としている｡

8 病院向け+MS

3.1 目 的

病院として持っている機能の特性から,本システムには大

きく二つの目的がある｡一つは,病院内には人命にかかわる

物品が多く,厳凄な入･退室管理が必要となる一方で,外来

者など不特定多数の人々が山人r)する面があり,立入り制限

のコントロールを確実に行うことを目的としている｡

もう一つは,医師,職員間の連絡事項が多く,かつ急患の

発生など,急を要する形で連絡をとらねばならないケースが

多くあり,職員のロケーション(培場所)を容易に管理,把捉

することを目的としている｡

3.2 システム構成

システム構成は図2に示すように,階層構成となっている｡

LMS(ロケーション マネジメント システム)ホストコンピュ

ータの下にLANを配し,その下にセントラルコントローラ,

制御盤およびアンテナと電気錠が接続されている｡また,LAN

には職員のロケーションを検索するための端末,およびプリ

ンタが接続されている｡LMSホストコンピュータは病院管理

サービス情報システムとその適用事例 745

用ホストコンピュータとも接続されており,職員に関する情

報(退職者,採用者情報など)を自動的に受信できるようにな

っている｡

このうち,制御盤とアンテナおよび電気錠はセットになっ

ており,病院内各フロアごとの入･退室の管理をすべき各ポ

イントに配備されている｡また,カードは非接触式小形カー

ドを川い,あらかじめカードに固有の認識コード(IDコード)

を記憶させた後,胸章として各職員が携帯する形をとってい

る｡

そして,各部屋の出入口や通路に設置してあるアンテナ(非

接触式センサ)と交信させ,その情報を計算機で処理すること

により,カード携帯者の移動状況を把捉することができる｡

3.3 機能内容

システム機能としては,大きく入･退室管理,出･退勤管

理およびロケーション管理の三つに分類される｡

(1)入･退室管理

本機能はあらかじめ個人識別情報を登錦してある非接触式

カードとアンテナとの交信により,カード携帯者を識別する｡

そして,入室許可者情報と照合することによって入室の吋否

を判断し,入室許可者の場合だけドアの電気錠を自動開錠す

るか,あるいは自動扉をオープンする機能である｡入室許■打

者か否かの判定恭準は病院内の各人･退室ポイントによって

異なるケースが一般的である(例えば,職員Aは手術室には入

室可であるが薬剤主には不可など)｡したがって,病院内設置

の各制御盤に,当該場所での各職員ごとの入室可否情報を事

前に登録しておき,即座に判断する機能としている｡また,

表l 機能概要 全体で六つのサブシステムから成る｡BMSでは,

これら各種データの登録処理,検索,出力などを行う｡

No. 機 能 概 要

l 施設台帳管理

設備機器,備品などの種頬,員数.仕様,納

入者,保守点検項目などの情報検索,出力を

イ丁つ｡

2
光熱水費

課金管理

エネルギー使用状況分析および各テナントご

との課金計算を行い,納入通知書の出力を行

つ｡

3 運転記録管理

設備機器メンテナンスメッセージの発出,故

障傾向管理･品質評価を行い,故障経歴･運

転状態記録などの蓄積データの検索照会出

力,分析データの定期出力を行う｡

4
保守スケジュ

ール管理

作業計画の作成とその作業を行う保守員のス

ケジュール,および作業内容の出力ならびに

作業実績記録書の出力を行う｡

5
工事委託 工事委託･発注件名･業者名･発注部署名な

経歴管理 どの情報検索を行う｡

6 予算計画管:哩
支出実績状況の把捉および予算計画のための

運営費予測情報の検索,出力を行う｡
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この人室可否情報は適宜検索端末からメニュー方式によって

簡単に追加,修正,削除できるが,パスワードによるセキュ

リティ機能を持たせているため,管理責任者だけが操作でき

るようになっている｡入･退室情報はすべてLMSホストコン

ピュータへ転送,記録されており,必要に応じて各ポイント

ごとに入･退室情報など,種々のリストを出力可能となって

いる｡

(2)山･退勤管理

本機能は出･退勤管三理場所に設置されたアンテナとカード

の交信によって,各職員ごとの出･退勤状況を管理するもの

である｡情報出力方法としては,検索端末による画面出力と

プリンタによるリスト出ノJとがあり,現在の状況および過去

1か月の出･退勤情報を所属別,個人別など,きめ細かく把

握できる｡

(3)ロケーション管理

各職員ごとの出･退勤情報,入･～_1_い退情報を基に,職員

の現在位置と連絡方法を画面表示する機能である｡表示具体

例を図3に示す｡同図で,

(a)検索のためのキーとして,氏名,所属,職種,性別,

職員コードの五つの組み合わせで自由に設定可能となって

いる｡氏名は名前だけの検索も可能であr),例えば｢佐藤+

だけの条件でも検索できる｡このとき,例えば10人の該当

者が出力表示された場合は,その中から本人を探せばよい

し,｢内科の佐藤先生+までわかっているのであれば,氏名

(佐藤),所属(内科),職種(医師)の3項目を入力すること

検索端末

検索端末

注:略語説明

電気錠

でワンタッチで検索することができる｡

(b)表示された画面の出勤･退勤･外出■･いの区分から,病

院内にいるかどうかを即座に把握できる｡帰宅している場

合でも,退勤時刻が表ホされているので,帰宅中かあるい

は帰宅したころかの推測が可能となる｡

(c)病院内にいる場合,手術室,事務室など具体的な部屋

の名称,入室時刻および内線番号が表示され,かつ内線番

号は近いところから最大6か所表示されるので,電話帳を

調べる手間をかけなくても電話連絡できる｡また,過去数

【叫分の居場所履歴も同時に表示される｡

3.4 特長および効果

本システムの特長および効果としては,以下の項目があげ

られる｡

(1)非接触式カードを採用し,それを胸章として携帯するこ

とによr),個人を識別するための操作が不要となり利便性の

什f二につながっている｡特に手押し車を押したり,荷物を抱

えて移動する場合に有効となっている｡

(2)入･退室管理を各部屋ごと,個人別に行っており,柔軟

なきめ細かいセキュリティ管理が可能となっている｡

(3)中央にリアルタイム処理に適したミニコンピュータを採

用し,院内LANを通じ各所の検索端末によって現在状況のモ

ニタリングを可能としている｡また,24時間稼動が可能な高

信頼性を持っている｡
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(HIDIC V90/25)
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制御盤

アンテナ

セントラルコントローラ

Max.72回線

制御盤

電気錠 アンテナ

制御盤

電気錠 アンテナ

々 々 々
匡∃ 匡] 巨∃

図2 病院LMSシステム構成 LMSホストコンピュータの下にLANを配し,その下にセントラルコントローラ,制御盤およびアンテナと電気錠が

階層的に接続されている｡
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ロ 東日本旅客鉄道株式会社向けFIS

4.1 日 的

本システムは,成田空港利用者に対し情報提供を行い,サ

ービスの向上をねらいとしている｡具体的には成佃空港への

図3 ロケーション管理情報表示具体例 病院内職員の現在の所在

場所が,検索端末から容易に把握可能になっているとともに,連絡方法

についての情報も表示されている｡

空 港

コンピュータ

+R発車標

コンピュータ

FIS用コンピュータ

(HIDIC V90/25)

l/F装置

AVコントローラ

58形

超高精細

ディスプレイ

×2

フライト情報

サービス情報システムとその適用事例 747

航空便の離･発着スケジュール情報などを,航空便利用者ある

いは出迎え人,見送り人ヘリアルタイムに提供するものである｡

平成3年3月19日から東日本旅客鉄道株式会社(以下,JR

束日本と言う｡)成田空港駅がオープンし,東京から成田空港

への鉄道によるダイレクトアクセスが可能となった｡また,

JR東日本束京駅,新宿駅,横浜駅と成田空港駅間が特急列

車(成田エクスプレス)で結ばれた｡これにより,短時間での

アクセスが可能となるとともに,これまで交通渋滞などによ

って予測のつきにくかった到着までの時間計算も立てやすく

なっている｡あわせて空港アクセス特急の始発駅および停車

駅ともなる東京,新宿,横浜の各駅に空港利用者のための情

報案内システムが設置され,稼動に入っているので以下その

概要について述べる｡

4.2 システム構成

フライト情報編集,出力処理用コンピュータを東京駅,新

宿駅,横浜駅に配備し,各コンピュータの下にⅠ/F(インタフ

ェース)装置,AV(オーディオビデオ)コントローラ,高精細

ディスプレイ2)･3)を接続する構成としている｡システム構成を

図4に示す｡東京駅設置のコンピュータのうち1台は,空港

コンピュータおよびJR発車標コンピュータとリンケージして

おr),それぞれフライト情報,および東京駅発車標情報を受

+R発車標

コンピュータ

発車標

×2

FIS用コンピュータ

(H旧IC V90/25L)

l/F装置

AVコントローラ

70形

超高精細

ディスプレイ

東京駅中央案内所(地下1階) 東京駅総武待合室(地下4階)

×2

×2

+R発車標

コンピュータ

FIS用コンピュータ

(HIDIC V90/25L)

l/F装置

AVコントローラ

70形

超高精細

ティスプレイ

新宿駅新南口案内所

×2

×2

FIS用コンピュータ

(HIDIC V90/25+)

けF装置

AVコントローラ

58形

超高精細

ディスプレイ

横浜駅待合室兼案内所

×2

×2

注:略語説明 FIS(フライト インフォメーションシステム),けF装置(インタフェース装置),AVコントローラ(オーディオビデオコントローラ)

図4 FISシステム構成 FIS用コンピュータを東京駅,新宿駅および横浜駅に設置し,空港コンピュータ,+R発車標コンピュータと接続すると同

時に,l/F装置,A〉コントローラを経由して超高精細ディスプレイと接続している｡
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図5 インフォメーション表示出力カラー画面 成田空港行き列車時刻情報と航空出発便情報,到着便情報を超高精細ディスプレイにカラー表示

しており,最新情報がリアルタイムに更新される｡

図6 フライトインフォメーション表示状況 東京駅待合所(地下4

階)に設置された58形超高精細ディスプレイによって表示出力されている｡

信している｡また,新宿駅,横浜駅設置コンピュータは,各

駅のJR発車標コンピュータとリンケージしており,フライト

情報は東京駅設置コンピュータからデータ受信する形をとっ

ている｡超高精細ディスプレイはフライト情報の表示機器と

して,おのおの2≠iずつペアとなった構成で配置されている｡

4.3 機能内容

空港コンピュータおよびJR発車標コンピュータから受信し

たフライト情報,各駅発車標情報に基づき,図5に示すよう

な表示フォーマットで出力される｡東京駅待合所(地下4階)

での表示例を図6に示す｡

列車発車時刻および航空便の出発便情報,到着便情報など

の表示内容はリアルタイムに自動更新している｡

4.4 特長および効果

本システムの特長および効果としては,以下の項目があげ

20

られる｡

(1)空港コンピュータおよびJR発車標コンピュータとリアル

タイムに情報のやり取りをしており,表示内容を常に最新の

情報に自動更新している｡

(2)利用客が遅延情報,欠航情報などの変更情報を,JR各駅

で事前に把握することが可能となっている｡

(3)JR線ダイヤグラムと航空線ダイヤグラムを同時に把握で

きるため,利用客にとってどの列車を利用するのが最も便利

かの判断が答易になっている｡

(4)超高精細ディスプレイ装置の採用により,各航空会社の

ロゴマークを含め,高精細な映像出力を可能としている｡

8 おわりに

以上,情報制御を中心としたサービス情報システムの事例

について述べたが,高度情報化社会の拡大と消費者･利用者

社会の拡大,多様化そして都市機能の充実がいっそう進む中

で,このようなサービス情報システムのニーズはますます広

がっていくと思われる｡

これに対して,今後マルチメディア技術や映像技術,画像

処理などの進展に合わせニューロ,ファジィなどの新しい制御

技術を取｢)込んだシステムへと拡大してゆきたいと考えている｡
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